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2002年 度で、司書課程 も完成年度 となりま に、図書館の意義 ・役割を知ってもらおうと
した。公務員(司 書)の 就職難は、氷河期 ど 図書館見学などから始めました。試行錯誤の
ころではあ りませんが、常勤の職を得た人た 感 もあ りましたが、受講生とともに、実のあ
ちに加え、とりあえずは臨時職員などの仕事 る演習に育てていきたいと考えています。
に就いて、常勤の道を求めなが ら歩み始めた2002年 度の新たなイベントとして、明治大
人たちも既にいます。「一周遅れのランナー」 学図書館の協力のもとに 「図書の文化史一粘
でも結構、闘志に溢れ、着実に様々なバ リア 土板からインキュナビュラまで一」 と題 した
をひとつ、ひとつ、クリアして今後の歩みを 展示会を開催、図書館所蔵の書写材料や資料
進めて欲 しいと願っています。明治大学の司 などを公開 していただきました。司書課程の
書・司書教諭課程の成果が実るのは、10年 後、 受講生はもとより多 くの図書館利用者および
20年 後のことであろうと思います。その一助 見学者の方々の眼にふれる機会 となりまし
となるよう、兼任講師には多彩な顔ぶれをそ た。司書課程の 「図書館学総論」では、前期
うえています。2003年 度には、演習科目を中 に図書館史を扱っており、過去2年 間は図書
心に、また新たな方々をお願い しました。加 館の方 に資料を携えて来ていただき、説明を
えて、特別講義として図書館情報学関係のさ していただきましたが、2002年 度か らは、図
まざまな分野の専門家にお出でいただいてい 書館のギャラリーを開放 していただく運びと
ます。今号では講義を受けた学生のコメント なったのです。来年度以降もできるなら、続
を掲載 しました。紙面の都合上、後期のみの ける方向で考えていただいています。
掲載となりましたが、前期 にも河村宏氏のほ さて、司書 ・司書教諭課程の発端からこの
か、三輪真木子氏(メ ディア教育開発センター 課程を支えて くれた実験助手補の 田代 さん
教授)、 三宅隆史氏(シ ャンテ ィ国際ボラン が、退職されることになりました。「無」の
ティア会事務局次長)、小林卓氏(む すびめ 状態か ら、引継 ぎ可能な 「有」の状態に事を
の会事務局長)達 にお願いをいた しました。 運んで くれた功績は、大です。感謝とともに
講師の方々にはこの紙面をかりてあらためて 今後のお幸せを祈 りたいと思います。後継者
お礼 申し上げます。'と して、幸いにも両資格を本学で修了した卒
2002年 度には、教職課程の総合演習の担当 業生が決 りそうです。このこともまた2003年
も引き受けました。教職の資格を得 る学生達 度の新たな歩み となりましょう。
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